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岐 阜 県 の 牛 に お け る 抗 菌 剤 治 療 調 査

寺師恭代 1）†　　　　平田義一 2）　　　　浅井鉄夫 3），4）

1）岐阜県中央家畜保健衛生所（〒 501-1112　岐阜市柳戸 1-1）
2）岐阜県農業共済組合（〒 501-6132　岐阜市次木 348-1）
3）岐阜大学大学院連合獣医学研究科（〒 501-1193　岐阜市柳戸 1-1）
4）岐阜大学応用生物科学部附属家畜衛生地域連携教育研究センター
（〒 501-1193　岐阜市柳戸 1-1）

（2023年 12月 20日受付・2024年 10月 25日受理・2025年 3月 5日公開）

要 約

抗菌剤の使用量を削減するためには，抗菌剤による治療実態の把握が重要である．2016～2020年度までの 5年間の
岐阜県内の牛における抗菌剤による治療回数とその対象疾病を，岐阜県農業共済組合が保有する電子カルテデータを活
用して調査した．年ごとの総治療回数は 23,180～25,580回で，5年間の総数は 119,191回であった．治療回数全体では，
呼吸器疾病が 58.6％，消化器疾病が 22.2％を占めたが，5年間に消化器疾病の占める割合が増加した．肉用牛は県内
牛飼養頭数の 85.4％を占め，治療回数では呼吸器疾病が 96.2％，消化器疾病が 92.7％を占めた．また，呼吸器疾病に
対しフェニコール系抗菌剤（38.9％）が，消化器疾病に対しサルファ剤系抗菌剤（34.8％）が最も多く使用された．本
調査から，岐阜県内で使用される抗菌剤の種類や治療目的が明らかとなり，抗菌剤使用低減のためには呼吸器・消化器
疾病対策が重要である．─キーワード：抗菌剤，牛，岐阜県，カルテデータ，慎重使用．
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